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きの応答から RVLMニューロンを 3グループに分類した。 20伺の興奮性応答を示すType1ニューロン、 17










張を引き起こすことから TypeI ニューロンは筋交感神経のプレモータ・ニューロンと考えられた。 TypeI 
ニューロンの中には初期に興奮性応答を示すものがあったが、刺激が続くと抑制j性反応が優位になったこと
から、抑制性入力が主であると考えられた。
(結論)
単一ニューロンレベルで、 RVLMの交感神経プレモータ・ニューロンの機能が分化していることを示した O
RVLIv1の交感神経プレモータ・ニューロンの機能分化が交感神経地域性反応の基盤であることを証明したc
審査の結果の要旨
本研究はウサギを用いて交感神経系の機能分化について実験的に研究を行い、単一ニューロンレベルで、
吻側延髄腹外側部の交感神経プレモータ・ニューロンの機能が一方では興奮性に、他方では抑制性に分化し
ていることを示した。このような結果を示したことは今後の医学研究にとって有意義かつ貴重な成果である。
予備審査委員会において発表内容について費疑応答がなされ、すべての質問やコメントに対して、適切な対
応がなされた。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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